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「県立学校における多様な学びの場」
～未来を創る、こどもたち～

埼玉県立上尾特別支援学校
上尾南分校

菅原

県立特別支援学校入学選考について

埼玉県教育委員会 特別支援教育課のＨＰに掲載

◆令和6年度高等部職業学科・高等部分校入学許可候補者数

◆令和6年度高等部職業学科・高等部分校入学選考学力検査問題

学力検査（国語・数学） 問題 正答

◆令和6年度幼稚部入学相談・高等部入学選考等実施要項

実施要項（高等部専攻科 幼稚部 高等部 高等部職業学科・高等部分校）

通学区域

募集人員

◆高等部職業学科・高等部分校入学許可候補者数について（過去3年間）

◆高等部職業学科・高等部分校の入学選考学力検査問題及び検査のねらい
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中学校卒業後の県立学校における学びの場
（知的障害のある生徒の例）

◆地域の特別支援学校高等部（普通科）

◆高等特別支援学校（職業学科）３校

◆高校内分校（普通科）１３校

◆高等学校

◆高等学校（通級指導教室）８校
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分校におけるインクルーシブ教育
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埼玉県立高校における「通級による指導」について

知的障害特別支援学校高等部卒業後の進路先

一般就労（企業等で働く）３５％程度

障害者雇用促進法 法定雇用率 合理的配慮 特例子会社

特定求職者雇用開発助成金 トライアル雇用 最低賃金（1028円）

福祉就労（各種福祉サービスの利用）６０％程度

就労移行支援事業所（2年の利用期限あり。工賃なし）

就労継続支援Ａ型 （利用期限なし。雇用契約あり。最低賃金保障）

就労継続支援Ｂ型 （利用期限なし。雇用契約なし。工賃あり）

生活介護事業所 （利用期限なし。取り組みは様々。工賃なし）

訓練校（訓練を受け一般就労をめざす）

進学（大学、専門学校、専攻科）

その他
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学習や生活のすべてに社会参加という意識を

卒業後 キャリア教育は積み重ねが大切

高等部段階

社会性 ビジネスマナー 金銭管理

働くこと、社会参加の意義を理解 現場実習

卒業後の生活をイメージし、めいいっぱい学校生活に取り組む

性教育 余暇活動

中学段階

場に応じた挨拶・返事 時間を意識

公共のルール 公共交通機関の利用

他者と共にめいいっぱい学習に取り組む

小学段階

挨拶・返事 身辺処理

日常生活のきまりをまもる 係や手伝い

遊びや学習にめいいっぱい取り組む

キャリア教育を意識するなら

活動量の確保

授業時間内やり続けられる個々の活動量

→待ち時間や隙間時間は、意欲の低下 声掛けは最後の支援手段

できる状況づくり

「できない」→「できない状況に置かれている」

「行動の指摘」→「行動の要因を指摘」

教育支援プランＡ・Ｂの共有

担任・担当・保護者で目標や課題の確認

→自立活動・職業教育・進路指導の共通となる支援

保護者の視点・卒業後の支援者の視点

「マンツーマン指導が手厚い支援」→「見ていないとならない」

→活動に取り組む姿（その支援への工夫が手厚い）

役割が育てる

なぜその役割を与えているのか（担当 係活動 リーダー 日直 委員会）

→すべての場面がキャリア教育 その場で評価

「よくできました」結果への評価

「ありがとう」「助かるよ」行動への評価
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職業準備性ピラミッド
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構より


